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出会い・交流パーティー参加者募集 ライターの火遊びによる火災防止

子どもが簡単に使えないＰＳＣ対応ライターを
使いましょう

ライターの火遊びによる火災を防ぐには、

周囲の大人の注意 が欠かせません！！

子どもの手の届かないところにおきましょう

子どもに触らせず、火遊びの危険性を教えましょう

不要なライターは正しく捨てましょう

ガスの抜き方の例

（注）
　火の気のないこ
　とを確認し、風
　通しのよい屋外
　で行いましょう。

参考：（社）日本喫煙具協会ホームページ
h t t p : / / w w w . j s a c a . o r . j p / i n f o / t h r o w . h t m l

　平成22年から、いわゆる使い捨てライターや多目的ライター
の販売規制が開始されました。平成23年9月27日以降、子ど
もが簡単に操作できない幼児対策（チャイルドレジスタンス機
能）が施されたＰＳＣ対応ライター以外は販売が禁止されてい
ます。
　安全のため、子どもが簡単に使えないＰＳＣ対応ライターを使
いましょう。
　また、ＰＳＣ対応ライターであっても、周囲の大人の注意が必
要です。
規制に関する情報は、
経済産業省の製品安全ガイドホームページをご覧ください。
h t t p : / / w w w .m e t i . g o . j p / p r o d u c t _ s a f e t y /

問い合わせ先
建設水道課環境係
電話７９－７９３３（直通）

 
原村 DE婚活 

 
パーティー+セミナー  
第２弾 

 出会い・交流パーティー  
参加者募集

昨年10月に続き、大好評だった「原村  出会い・交流パーティー」第２弾。
婚活をしている男女に素敵な出会いを提供します！！
一緒にいたい男性とは？選ばれる女性とは？…今回も、男女別「婚活セミナー」付き！
七夕の夜、素敵な出会いを見つけませんか?

■日時：平成２４年７月７日（土）七夕
受付 午後２時３０分
開始 午後３時.終了 午後７時（予定）

■会場： マリオローヤル会館
茅野市駅前3 5 0 2‐1  ベルビア3Ｆ  ☎73－0051

イベント内容・タイムスケジュール
午後2時3 0分  受付開始
午後3時　　　男女別セミナー
午後4時　　　出会い・交流パーティー
午後7時　　　終了予定

※イベント終了後、参加者有志による２次会（自己負担）も開催予定。多数ご参加ください。

■参  加  費：男性3 , 0 0 0円　女性2 , 0 0 0円（軽食・ドリンクを含む）
■募集定員：男女各12名　※応募多数の場合は抽選になります。
■参加資格：25歳以上の独身男女
■申込方法：氏名（ふりがな）・年齢・住所・生年月日・電話番号・職業を
　　　　　  ご記入の上、ＦＡＸ・郵送・Ｅ- m a i l（携帯メールからも可）
            にてお申し込みください。
※後日参加者を決定させて頂き、事務局より集合場所等イベント詳細を記載した、招待状をお送りします。

■締め切り：６月25日（月）必着！
※パーティー時にアルコールをご用意しています。お酒を飲まれる方は、公共交通をご利用ください。

《申込み・問い合わせ先》
　原村マリッジサポートセンター（役場　村づくり戦略推進室内）
　  ☎ ７９－７９２２（直通）　ＦＡＸ ７９－５５０４　Ｅ-mail　trendy-club@vill.hara.nagano.jp

～素敵な出会いをサポートします！結婚相談をご利用ください～
ご存知ですか？！「生涯未婚の男性、2割を突破…30年で8倍も！」
50歳時点で一度も結婚したことのない人の割合である生涯未婚率（2012年時点）は、男性20.1％、女性
10.6％と、初めて男性が2割台、女性が1割台に達し、2012年版「子ども・子育て白書」に盛り込まれるこ
とになりました。1980年時の生涯未婚率は、男性2.6％、女性4.5％で、今回は30年前より男性が約8倍、
女性が2倍以上に増えたことになります！
　ご利用ください、本年 4月から「原村結婚相談」を月２回開設しています！
（日時：毎月第１・３日曜日　午後１時30分～午後6時　場所：保健センター２階　※秘密は絶対に守ります。）
「H A R A   T R E N D Y  C L U B」に登録しませんか？
H A R A   T R E N D Y  C L U B（ハラトレンディークラブ ）は、20歳以上の独身者で村内に在
住・在勤または、居住を希望する者が登録できるクラブで、出会いの場となる交流イベントや、自分磨きを
行うセミナー情報の提供、登録者同士のマッチングを行います。
「結婚相談」の際に登録ができます。まずは、お気軽にご相談ください。
※詳しくは、上記「原村マリッジサポートセンター」までお問い合せ下さい。

▲

家の中、車の中にライターを放置せず、子どもの手の届か
ない場所にきちんと保管しましょう。

不要な古いライターはガス抜きをして「燃やすごみ」に
捨てましょう！

①周囲に火の気のないことを確認する。
②操作レバーを押し下げる。着火した場合はすぐに吹き消す。
③輪ゴムや粘着力の強いテープで、押し下げたままのレバーを固定す
る。
④「シュー」という音が聞こえれば、ガスが噴出している。
　（聞こえない場合は炎調整レバーをプラス方向にいっぱいに動かす）
⑤この状態のまま付近に火の気の無い、風通しのよい屋外に半日から
1日置く。
⑥念のために着火操作をして、火がつかなければガス抜きは完了です。

子どもにライターを触らせないようにしましょう。

子どもがライターで火遊びしているのを見かけたら、すぐ
に注意してやめさせましょう。

理解できる年齢になったら、家庭や学校で子どもに火遊
びの危険性を教えることも大切です。

もくじ

■ライターの火遊びによる火災防止

■出会い・交流パーティー参加者募集

■野生鳥獣の被害から生活を守る

■くらしの情報

■行政情報

■保健・福祉の掲示板

■くらしのガイド

■はらむらとぴっくす

■はじめましてもうすぐ２才です

●表紙写真／「縄文時代へ時間旅行」
　原小学校６年生が、遠足で茅野市の「尖石縄
文考古館」を訪れました。土器や黒曜石で作ら
れた石器など2000点余りの縄文時代の遺物が
展示されている館内を、学芸員の方の説明に
熱心に耳を傾けながら見学していました。
　児童たちは、縄文時代の遺物に囲まれて、当
時の生活に思いを馳せている様子でした。

■人の動き
・人口 7,871人 （－21） 　 　
・男 3,909人 （－11） 　 　
・女 3,962人 （－10）　　  
・世帯数 2,975世帯 （－2） 　　 
・転入 16
・転出 32
・出生 7
・死亡 12

平成24年5月末現在。
（　）内は前月比。
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野生鳥獣の被害から生活を守る

2012  062012  06

　

近
年
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、ハ

ク
ビ
シ
ン
、カ
ラ
ス
と
い
っ
た
野
生
鳥

獣
に
よ
っ
て
、農
作
物
や
樹
木
が
荒
ら

さ
れ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

原
村
に
お
け
る
被
害
額
は
１
２
０

０
万
円
余
り
に
の
ぼ
る
と
み
ら
れ
ま

す
。こ
の
被
害
の
多
く
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、年
間
被
害
額
の

70
㌫
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
も
た
ら
す
鳥
獣
は
、原
村
の

豊
か
な
自
然
の
中
に
暮
ら
し
て
い
る
野

生
生
物
の
仲
間
で
す
が
、繁
殖
力
が
高

ま
り
、生
息
数
が
圧
倒
的
に
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、人
間
の
生
活
を
お
び
や
か
す
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

村
で
は
、鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
を

中
心
に
、鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。今
回
は
、こ
れ
ら
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1　

村
で
は
、増
大
す
る
農
作
物
の
被
害
に

対
応
し
、そ
の
減
少
を
図
る
た
め
に
住
民

の
代
表
者
、原
村
猟
友
会
、農
協
、村
行
政
、

県
関
係
機
関
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る「
原

村
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
」を
平
成
22
年

度
に
改
組
し
て
活
動
を
強
化
し
て
き
ま
し

た
。

　

被
害
の
軽
減
に
は
、集
落
を
単
位
と
す

る「
集
落
ぐ
る
み
の
総
合
的
な
対
策
」を
進

め
る
こ
と
が
、不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め

「
原
村
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
」で
は
、関

係
者
の
連
携
を
強
化
し
、野
生
鳥
獣
に
負

け
な
い
集
落
ぐ
る
み
の
総
合
的
な
被
害
防

止
対
策
を
す
す
め
る
こ
と
を
基
本
的
な
考

え
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、村
か
ら
の
補
助
金

を
受
け
て
、協
議
会
の
独
自
予
算
で
、次
の

被
害
防
止
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
学
習
会
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

  

７
万
８
０
０
０
円

■
く
く
り
ワ
ナ
、捕
獲
器
の
購
入
・
設
置

　
　
　
　
　
　
　

  　

69
万
２
０
０
０
円

■
人
里
へ
の
出
没
を
防
ぐ
緩
衝
帯（
見
通

　

し
の
良
い
場
所
）の
整
備    　

 

70
万
円

　

被
害
を
食
い
止
め
る
対
策
は
大
き
く

「
防
御
」と「
駆
除
」の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

被
害
対
策
に
は
、こ
れ
ら
を
複
合
的
に
組

み
合
わ
せ
て
、効
果
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

●
防
御

　

野
生
鳥
獣
が
農
作
物
や
農
家
に
近
づ

か
な
い
よ
う
に
、侵
入
を
防
止
し
た
り
、活

動
の
制
限
を
行
う
た
め
の
対
策
で
す
。

　

広
範
囲
な「
防
護
柵
」や
個
々
の「
防
護

ネ
ッ
ト
」の
設
置
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
が
安

心
し
て
出
没
の
出
来
な
い
見
通
し
の
良
い

場
所「
緩
衝
帯
」の
設
置
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
駆
除

　

こ
れ
ま
で
は
、原
村
猟
友
会
に
委
託
し
、

銃
器
に
よ
る
駆
除
を
、狩
猟
期
間
と
し
て

11
月
15
日
〜
２
月
15
日
、駆
除
期
間
と
し

て
２
月
中
旬
〜
３
月
末
日
ま
で
、実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
、く
く
り
ワ
ナ
や

オ
リ
に
よ
る
捕
獲
を
加
え
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、年
間
を
通
し
て
捕
獲
・

駆
除
を
行
い
ま
す
。

　

村
で
は
、被
害
発
生
の
状
況
に
応
じ
て
、

集
落
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
が
進
む
よ

う
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、個
人
、地

区
、行
政
な
ど
の
連
携
の
も
と
に
、本
格
的

か
つ
総
合
的
な
防
除
対
策
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

原
村
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

　

に
よ
る
協
働
事
業

■
地
区
に
よ
る
防
護
柵
設
置
に
対
す
る

　

部
材
支
給
事
業　

       

１
７
４
０
万
円

　

近
隣
自
治
体
な
ど
が
防
護
柵
を
設
置

し
た
こ
と
に
伴
い
、村
内
へ
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ

な
ど
が
侵
入
す
る
頻
度
が
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。こ
の
対
策
と
し
て
、地
区
ご
と
に

広
範
囲
に
侵
入
を
防
ぐ
防
護
柵
を
設
置

し
、被
害
を
食
い
止
め
る
取
り
組
み
で
す
。

　

今
年
度
は
、取
り
組
み
の
で
き
る
地
区

で
６
㎞
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
緩
衝
帯
整
備
事
業　

       

１
６
０
万
円

　

農
地
や
住
居
区
域
に
近
い
、地
区
や
個

人
が
所
有
す
る
荒
れ
た
山
林
の
雑
木
整

備
を
行
い
、見
通
し
を
良
く
す
る
こ
と
で
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
が
出
没
し
な
い
環
境
整

備
を
す
す
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、約
２
㌶
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■
く
く
り
ワ
ナ
の
購
入
・
設
置 　

40
万
円

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
足
な
ど
を
捕
捉
す
る
ワ

ナ
を
購
入
・
設
置
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
30
個
を
購
入
予
定
で
す
。平

成
23
年
度
分
と
合
わ
せ
て
60
個
を
、原
村

猟
友
会
が
設
置
・
管
理
す
る
予
定
で
す
。

　

村
が
実
施
す
る

　

野
生
鳥
獣
被
害
防
止
事
業

■
防
護
柵
・
防
護
ネ
ッ
ト
な
ど
の
設
置
補

　

助
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

60
万
円

　

農
作
物
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、防
護
ネ
ッ
ト
等

を
設
置
し
た
農
業
者
に
対
し
て
、要
し
た

経
費（
購
入
費
）の
30
％
以
内
を
補
助
し

ま
す
。

■
カ
ラ
ス
捕
獲
施
設
維
持
管
理
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

３
万
円

　

地
区
・
集
落
で
管
理
す
る
農
作
物
の
カ

ラ
ス
被
害
防
止
施
設
の
新
設
・
維
持
管
理

に
係
る
経
費
の
50
％
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

　

現
在
、村
に
は
カ
ラ
ス
関
係
施
設
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、地
区
単
位
で
、ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　　

増
え
続
け
る
野
生
鳥
獣
被
害
に
対
し

て
、村
で
は
前
述
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
は
行
政
単
独
で
実

施
し
て
も
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
野
生
鳥

獣
被
害
問
題
を
捉
え
、地
域
ぐ
る
み
で
対

策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

農
地
の
管
理
は
も
と
よ
り
、森
林
の
手

入
れ
を
す
る
こ
と
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
を

寄
せ
つ
け
な
い
た
め
に
大
切
で
す
。

　

ま
た
、ど
こ
に
防
護
柵
や
く
く
り
ワ
ナ

を
設
置
す
れ
ば
効
果
的
な
の
か
、設
置
・

管
理
は
ど
う
す
る
の
か
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

① 

集
落
ご
と
の
被
害
状
況
の
把
握
と

　

 

対
策
の
内
容
の
検
討

　
　
　
　

←

② 

集
落
ぐ
る
み
の
対
処
方
法
・
対
策

　

 

に
つ
い
て
の
合
意
形
成

　
　
　
　

←

③ 

集
落
組
織
に
よ
る
設
置
と
管
理

　　

集
落
ご
と
に
対
策
内
容
の
検
討
を
行

う
場
合
は
、農
林
商
工
観
光
課
農
政
係
職

員
が
検
討
会
な
ど
に
参
加
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

野
生
鳥
獣
の
被
害
か
ら
生
活
を
守
る

問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
商
工
観
光
課
農
政
係

　
担
当
：
小
池
恒
典・菊
池
紀
幸

　
☎
7
9
‐
7
9
3
1（
直
通
）

　

平
成
24
年
度

野
生
鳥
獣
被
害
対
策

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
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▲野生獣の被害に遭ったトウモロコシ畑
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＜野生鳥獣から自然環境や生活環境を守る３要素＞
① 被害を及ぼす野生鳥獣の生態や
　 活動状況を知る

② 被害地域への侵入を防止する

③ 野生鳥獣から自分たちの環境や
     財産を守る

皆さんで、協力して対処していきましょう！！

▲水田に設置された防護柵


